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 要 旨  

目的： 

アルコールの悪影響に関するパラドックスは、より低い社会経済的地位の群(SES)が飲酒量
は少ないがアルコール関連の問題はより多く経験するという観察を指す。しかしながら、
SESは複雑な概念であり、その観察された社会問題との関係は、どのように測定され、ど
のように人口集団を対象に研究したかによってしばしば左右される。本研究は SESの複数
測定を用いて SESによる飲酒とアルコールの悪影響のパターンを評価し、性と年齢により
このパターンが異なるかを調査した。 

方法： 

対象は 2014年 3月から 2015年 9月の間で the Alcohol Toolkit Studyに参加した英国〔イ
ングランド〕在住 31,878人の成人（16歳以上）。参加者は、飲酒量、アルコールの悪影響
とアルコール依存度を含む The Alcohol Use Disorders Identification Test (AUDIT)を完
了した。SESは資格、就業状況、家屋や自動車の所有、収入と社会等級、そしてこれらの
因子の複合指標を評価した。SES複合指標はスコアが高いほど社会的に不利な状態を反映
するように作成し、SES 複合指標と AUDIT スコアの関連をロジスティック回帰分析で検
討した。 

結果： 

SES複合指標と AUDIT-飲酒量スコアは線形的負の関係（β=-0.036,p < 0.001）を、AUDIT-

害スコア（β= 0.022,p < 0.001）と AUDIT-依存スコア（β= 0.024,p < 0.001）は線形的正
の関係を認め、アルコールの悪影響に関するパラドックスが観察された。SESの個々の評
価は、AUDITモジュールと異なる関連、非線形の関連を示した。例えば、教育が AUDIT-

消費スコアと逆 u 字形の関連があるのに対して、社会等級と収入には AUDIT-消費スコア
と u 字形の関連があった。ほとんどすべての SES 評価は、AUDIT-依存スコアと AUDIT-

害スコアと指数関係を示した。また、SESと AUDIT の関連は年齢と性別の影響を受けて
おり、AUDIT-依存スコアは男性において低い SES でスコアが急峻に増加し、AUDIT-害
とAUDIT-依存スコアは若年群において低い SESでスコアが急峻に増加することを確認し
た。 

結論： 

個々の SES 評価項目についてアルコールの悪影響に関するパラドックスの妥当性を確か
めた。このパラドックスは、個々の SES 評価項目が、全ての SES の等級で直線的な影響
が観察されるか、もしくは、社会的に不利な SESの等級でより強い影響が観察されるかど
うかに影響される。アルコールの悪影響についてのパラドックスは男性と若い年齢層に集
約されていることが示唆された。 

 


